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1 I.xT 温 -

2 樹 性 -

3 品 才蚕 -

(D自湾に於ける重要品都 -

⑨フロリダに於けるgi要品種 -

⑨カリフォルニアに於ける!丑輩品鹿･

④アポカードの虎雄すいのFIL:･ブ熱性に･
ついて

序

熱滞アメリカの頃庵である07ボカードは他73見物類

のような果肉のあまV,喋や､うまいジュースのあるもの

ではなく､その糸黒はむしろチーズやバターに似た古ざ

わりのやわらかV,組織と､くるみに似た風雅をもち､特

に脂肪に富んだ栄遵価値の鹿めて高い高槻果物である｡

サラダ用のフル-ツとしてはこれ以 Lの-ni･物はあるまい

サンドウィッチにもよくあい､さらに軟化したらアポカ

ードアイスクリームにもなる｡

異形は球形､なすJ臥 西.fIri:L形等V,ろいろあl)､大

きいものになると黙座 10cm､黒尾20cm,,C達し､月ミ盃

も500g(133知)を超えるものもある｡

果皮の色には光沢J:ある線色､紫色､かっ色､暗紫色

などがある｡果肉D色には淡緑色からクリーム色､濃黄

色まであるO果実D中央に大きな球形乃七だ円形の幡+
が1.個あって､これを囲んだ果肉が､やわらかくなった

時､塩､砂糖､ソースその他の調朱料を加えてたべるの

である｡まことに高雅な帆喋をもった果物であるO果実

が I一分肥大してまだ榔い暗に採収しても､やわらかくな

るまで′ri職がよくきくので､輸送貯蔵に過し､商品難物
I_してはまことに耽り扱いやすいものである｡

本果樹は熱帯から盛典半にかけてよく肯ち､7メリカ

のフPリグやカリフォルニアの特産ともなっているoわ

が国でもすでに和歌山県の南部暖地で結実したことがあ

り､また応知県室戸市の利根の海岸近くには青年樹がよ

く伸びている｡納rRの宮も無V,ようである.また愛媛県

でもアメリカから優良妊苗を導入して試粧されてvlる｡

琉球､唯美大島でも小舟軌こ読解されているが､31E･

は､琉球大学や農業研究指埠所で､紬如拙こ-ワィ､カ

リフォルニア及びフロリダなどから健良品輔とたい木Ill

の様子を導入して, 地の試ltl'研究を実施してもらV,た

いので欄 を卓いた次第である｡そして将来は島内各地

の防風設肺のよくできてV,る農家や宅地で､家庭果樹と
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して増産されることを望むのである｡

1 気 温

熱帯及び#.執剖こ/l･:育するが､北不!.3TPl:7)北部カリフ

オルニ7で成織 こ成功して点 J)､わが凶では琉球､食史

大島､榛F島､岸久左.'j.LJLr凶､ノ州 などの暖地でもよく

/-I:.育している｡ 耐埠性品怖い キシーJポ)は垂氏21度

(摂代書 卜61勘 にも耐え得た実例が軸告されている｡
2 樹 性

iii-しくすのき)糾こIE6し､品軌こよっては偶作略に落

葉するものもあるが､幣i励ま常紬である01淵 としては

組成7-18mに退するから.(7,-本である｡

実/1･:f緋よ白:榊こq-:宵するが､接 心 古幡の馴捌よrq用形
である｡新はは緑色､1,i.'Jl]Lであるが､老樹の樹碇は粗荒

JJ('色である｡姓はLl_tL･:した杖の唯端.邪に'li!.:生する｡稚≦は
披針形より倒卵形Oメキシコ糸の姐よ概して小さいO

班長7-10cmより30cmぐらvIDものまであるo 滋OL'

に放毛がある｡訣;生鰍よ6-7年日､描イJrBhJは I-5年

Hで結実する. 開V,た化のE/qj羊は1cm､花弁が無く､

花被が6)'r-Q旗-T!V19イLで3木ずつ輪生するOその).ii･lti',

に動 収7ト.あるD総状化序でEtiは淡緑黄色である｡嘩ザV,
の化1:j三はへんや､細尾､名状であり良さ5mm､托上lriは

懸状､-fES･1室1卯.受粘しない撫純FのIXilIはほとん

ど出来ない｡花は雌雄ずい製糸であって朋きかたがかな

り役経である｡ (後pl己)

3 品 種

アポカードにはJJこの3系統 (Types)かあるDもちろ

んそれらの経緯もある｡

メキシコ第 本系統のRi･をT-でもんでか ぐと､独特D

香54も(ういきよう Anise)がある｡nlJ)Iは3横紙中で

最も′トさV,iit実は朗化後J1--5箇月で 鑓糸す るJ]Ejミ

1ポンド(454g)を起すものがなく､50g-220gぐらV,

が普通である.果皮は輝くて平滑｡稀Fは此佼的に大き



く､外稚肢も描vl.-{一度の劫も1-は,F'-∫/F寺であるO 小形で空洞が′トさく､子某の表Lql,ま平滑であるO

声印度系 果実は開花後6-9箇月で資熟し,果擬が

短か く､果皮は平滑､革質であって､緑色穂の未熟果実

が熟すと滞黄緑色になる｡稀Ifは比硬的大きく､果実rJl

の空洞が大きい｡外伸度は､はがれPuく､-(一戦の-#軸は

粗である｡

ガテマラ系 果実は開花使9-12箇月で駕親するO果

柾は長く､果皮は厚 くやや硬 く､既して粗面であるO緑

色の末.%東が熟すとだV,たい暗緑巴になる｡稗子はやや

(1) 台湾に於ける暮f品1暮

十Iq･≡ ･･･ ;･!.ty ,(I.･･Q.･TI!
メキシ-系 gehraS=.de:ys?LflOelci昌t.警霊宝錘 も強-

perseaamericana
西 印 度 系 Mill.(Syn.P.gra一 首なし

,_ti軽 _Gufrjn)

最

ガテマテ系 ,' ', 香なし 中

掛

L
間

･X･群-････開:托時刻による分耕

(2) フロ1)ダに於けるf葉品4

晶 11

ノレ フ Lula

ブース 7号 Booth7

ブース 8号 Boo一h8

1

l ポ ロック PoIlock

ヒックソン rllCkson

ト
テ ィ フ ー Tay]or

タ ネ - ジ Tonnage

モ ン ロ ー Monroe

ホ - ル HaH

チ ョケ ツト Chque一te

群

一
A

.
B

㌃

A

一
B

言蒜 霊 貰 l器

12- 1 卵 形 680-1,100

フロリタではルラ (LuLa)が書も王手な品書になっている｡

(3)



(3) カリフォルニアに於ける藍等品種

竺 _ 異 形上空 竺 l竺 讐
月 月 g
ll- 5 洋梨形 230-400

4-10 卵形 170-400

4-10 S字鼎形 170-280

ll- 3 長卵形 210-400

ll- 4 卵 形 200-400

(4)

品 種

フ ユー ト FueTte

ノヽ ス Hass

リ ン コ ン Rln⊂On

ツ タ ノ Zutano

ベ ー コ ン Bacon

(4) アポカードの雌雄ずいの異熱性

(Dichogamy)について

以上の系統 (Type)とは関係なく､アポカードのあら

ゆる品種 (Variety)の同一花の雌ずいと雄ずいの熟す

る時刻によって A群 (Group)とB群に大きく分類さ

れている事が､栽培上重要なのである｡

A 群 に 属 す る 害者品 種

アポカ-ドは前述のkl]く雌ずV,と雄ず小のそろった完

全花であって､花粉が帥ザvlの住動 こついて受精が'行わ

れ1_個の完全なる種子をかこんで果肉ができるものであ

る｡A群に屈する諸品樺の樹では､たくさんつ く花序の

花の中で､午前中に開花するものは雌ずV,の僅頗のみが

光熱して､その同一の花の雄ずV,のヤクが滞れなV,で花

粉が出なV,のであるoそして正午ごろ迄の間に閉じてし

まう｡午後からは午前中に閑らかなかった別の花が閃く

が､その時は榔ず小の柱頭はすでに色か黒ずんで萎ちJ=

うしてV,て受精もできそうでない状態になってV,る｡そ

のかわりヤクはさらに大きくなり､ヤクから多最の花料

が押し出されるような状態となり､また案脱に集まる訪

虫の体に花粉が粘着するのである｡そして夕方になって
閉じてもう再び開かなvloしかし午前中開V,てTF午ごろ

までに閉じた花は､翌日の午前中は閉じたままだが､そ

の午後には開V,て花粉を供給するのである.すなわち同

一樹の花序の中でも花の開花週期に2種ある訳である｡

B 群 に 属 す る 諸 品 種

B群に属する諸晶確の花は､A群の花と構造､外観上

全く同じである｡そして開花過期にも2秤ある｡しかし開

花して授将もしくは受精する時刻がA群と全く7l=,反k･Jな
のである｡すなわち同一花序の中の1部の花の雌ずいの

受精可能の状態になるのは午後であり､残りの花の花粉
の放出可能の状態になるのは次ぎの日の午前中である｡

これはアポカー ドの それぞれの晶秤自体が なるべく

自 家 受 精 (S占lffertilization)を避けて､交雄受精

(crossfertilization)を受け入れる性質をもっている

ためなのであろう｡もちろん自家受精で結実するものも

あるにはあるが果実の歩留率は低いのであるO

もちろんこれら2群の開花時間がだV,たV,一定してV,

t'.,己 IJI
_ I

緑 忍等票芙屈大､耐馳 ｢棚 ､品田頬良だが

汀ミ 収は大､耐寒性弱

緑 而い!:性碑,品質優良だが二睦子が大きい

I 緑 剛 雌削 ､が､よく伸び夙に折れ易い

緑 碑躍､了附耳性強

るとは言うものの､開花に常接なる関係のある口照､崇

天､降雨､冷温などの影響でそれぞれずれることもあり

得る訳である｡

以上の開花壁用の関係で､アポカードの経折的栽培園

ではABの2群の品種を適当に組合わせて結実渉懲りを

向上せしめる必要がある｡さらに収穫時欄の延長を計る

ためにも甲､中､晩の品種を採用することも必賓である

結局7ポカ- ド関にはAB2群の甲､巾､晩の晶析6品
秤を戦場することが最も望ましV,ことになる0

7ポカ-ドの開花期間は品樺によって21 1筒月間の

長期にわたっていて､しかも同一棺の花序の巾で2稀の

閃き方をするので仲^複椎に見えるが､1花1_花をよく
見つめると以上のような開き方をするものである｡

4 土 壌

7ポカ-ドは深慣性であるから排水lr:良､Ji･(二搾き砂

質壌土が最適であるo排水が感V,と結果,lylに入るころ､

根が闘って急に枯死することがある0

5 繁 殖

実生､接木､さし木茂び取木の漕法がある｡実生は主

としてだい木に開いる｡ことに耐9割Jt二の損も必いメキシ

コ系の実生はだし(木用に最適であるO実′t･'fWDr-.Iには良泉

が期待できぬO硬木筒でもよいが､接木 Lllllの〟がわV,性

果樹としてよろしV,｡接木には切接､射賓､腹接､寄托

孜び高鞍の審決がある.

6 栽 植

tT袴では普通に3-5月に新棟されてV,たが､11月こ

ろにも植えられたことがある｡

栽棉巨離は少なくとも6-7m間隔が宅ましいO

植える場所としては冬期季節風のある所を避けるがよい

枝がもろいから防風設肺が完全にできているところがよ

い.苗木を新値した時､呼水を怠らぬこと｡

定植後の管確は､-･般果樹栽培のJ.qf;識で行えばよvl｡

7 月巴 料

台湾での実験結果によれば､化学肥料ばかりよりも有

粍質肥料､堆践肥､隅巌土などを多く用V,たノ)-がよかっ

た｡そして3要素二最としては次ぎのような配合が推称さ
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10アール当り

5年生 110年生

≡: ≡- l芋

肥料は原則として開花前と収穫後に魔されるのである

が､結実期間が長いので その間にも施された ことがあ

る.台湾では だいたい メキシコ斉と西印度荊乙は11月

(閑7闘fl')と9月(収髄後)に半分ずつ属されてV,たO

そしてガタマラ系に/.IL,ては11月と5月に分施されてい

たのである｡

隔年結灘をできるだけなくすために､農作のiFには早

めに肥料を施した-)I-がよV,0

8 野定 と着花促 進

アポカードの樹形は円すい形が普通であるが､実生樹

と品酎 こよっては値立性になるものもあるから､その場

合にはfb.上するも碑の光きをillJ定して低くし､風苫を軽

くすると同峰に斜め､または横様の結果母校を増すよう

にiliり刑らうことがと姿である｡

アポカードの紅炎･圃生は､晩春または初軌こ生長した

矩果枝の頂牙に総状花序ができて開花結実するものであ

るOそして次ぎの糾乙はその結実した枝の頂芽と､その

他に,ILL.た発育枝の唄排から結射安ができるものである｡

蓮稚してできた純音服 には軟弱なものが多く､開花して

も落花 (戟)するものが多vloさらに同一-樹の開花期間

も結実期間も良いので隔年結果におちいりやすVのがア

ポカードの欠点であって､栽培家の研究すべき大切な点

である｡ 臼の当たらぬふところ伎や'･.宅'生した鮒枝を整理

して丈夫な結果樺を磯すことも肝心である｡

肥沃地に肥料を多く施しすぎると､あるいは日空'rたL)

の感V.アポカード附は､さかんに梓英が徒長繁茂して､

なかなか花芽をつけないこともあるo こんな場合には伎

柴のみの生育を抑えて(ELt花を促がす必賓がある｡果樹一

般では､断損したり､樹を移植して番花を促進すること

も考えられるが､アポカード樹の根は弱いから､この荒

療治はできぬ｡相当太い枝に環状剤皮をしたり､又は斜

め､あるいは横に伎を誘引すると盾花に有効である｡枝

の基部の皮部にナイフで幅1cmぐらいのト.:離に2灸の

円形の傷をつけて､樹皮だけ鋸旨輪状に切りとるのであ

る (環状剤皮)｡また席出費を針金や鶴で構もしくはや

や ドIjにじわじわと裂けな1,1様に誘引固定するとよいO

手術部より先きの枚に､花井を造成する)JR分養料が酎 点
されて来るものであるo これらの枝盛の徒長を抑制して

着花を促進せしめる作業は､台湾に於ける実験からすれ

ばノ春期から初夏にかけて行うのが好いO

横径7-8cm以上の太い枝を切らねばならぬ時は､

切り傷の腐敗を防ぐために､切断後直ちにペンキやコー

ルタ-ルなどを塗って克くがよV,0

9 病 虫 害

台湾に於ける主な病虫害の実例を挙げておく.

1)苗木の立枯病 精子の発芽当別から幼姐物時代に

基が萎潤して落ちて枯死する｡苗床の排水不良により

Pythium 菌または Rhizoctonia蘭のため枯死する｡

対 策 排水をよくして､土壌表面をかたくせぬよ

うに注意するO

2)アポカード1支枯病 (えだがれ)

病原菌 MacrophomaPerseaeSawada

根と新劇こ暗かっ色の病BEtLが広がって､稲らしてLJ'うo

対 策 早めに被害部を切りとり焼却する.殺菌剤

で消毒予防する｡

3)アポカード炭痘病 (たんそ)

病原菌 Glomerella cingulata Schrenk etSpaul

枝､梨孜び果実に紫黒色､円形の斑点を生じ､最後に析

死､腐敗するO

対 策 拭抗性品種を栽培すること.殺菌剤で消毒

予防する｡

4)立花病 偶力結実し始めて高さ5-6mに越した

時､突然現われる恐るべき病害である｡原因は樹が元気

よく伸び､根もよく伸びたか排水不良の深さに達して横

が隅敗し､地上部と地下部の不均衡で急死する.最初の

[諸士の選択に注意すること.

5)害 虫 かV,がらむし､はまき､ぼくとう､たV,

わんきとくが等その他がある｡また熱巣には､みかんこ

みばえがつくが､完全な袋掛けでこれを防止することが

できる｡

10 収 量

実iLi樹は5-7年生から結実するO接木苗は定旭]年

後に1-2個の果実を結ぶこともある｡しかし定植後2

-3年間は果実をつけない方か樹のためによV,｡また著

聞であまり沢山ならし過ぎると早く老出してしまうので

適当に欄果してやることも肝要である｡

アポカー ドの開花期間も結実期間も共に非常に長Vの

で隔年結果になりやすいばかりでなく､その他にV･ろい

ろな原因で 年 の々収畳に 大きな変動が生ずるものであ

るOすなわち開花期間中の雨や風､または冷温､さらに

病虫晋などのために収i量も滅ずるが.さらに台風や寒常

で樹が痛むとその恢復に数年を要することさえある｡

1人の)jR樹からよく放れる場合には､稀に年間250kg

(67賀■)も取れることがあるO収量の多い品種でも平均

すれば75kg(20貨)を超すことがない｡ フロリダの報

告によると 総合平均収量が50kg (13貫300匁) ぐらV,

(9)



になっている｡しかし台湾の実績 (前記譜品種の平均)

では1本当20kg(5貫300匁)ぐらいであるo

ll アポカー ドの成分

果実各部の重量歩合

ハ レ マ ナ 項

カ ロ リ ー Cal/100g

(兵庫農大教ヨ受 桜井 芳次郎 )
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